
第Ⅰ章 講演会 

 

 - 1 - 

第Ⅰ章 講演会 

Ⅰ-1 ドキュメントとコラボレーションの進む道 

富士ゼロックス（株）研究本部 

フェロー 山崎 竹視 

 
講演会：「ドキュメントとコラボレーションの進む道」 

講 師：山崎 竹視 

開催日：2006 年 10 月 30 日 

会 場：(社)ビジネス機械･情報システム産業協会 UC の間 

参加者：23 名 

記  ：上原 康博* 

 

                                                                                                                                                    
* 技術調査小委員会委員 

１．はじめに 

富士ゼロックスは 1991 年に「ザ・ドキュメント・カ

ンパニー」宣言を行い、「ドキュメント」そのものの

品質と「ドキュメント」を作るプロセスの両方で最高

のサービスを提供するという企業姿勢を明確にしまし

た。「ドキュメント」とは単なる文書や書類のことで

はなく、個人や組織に内在する知識や知恵をカタチと

して表現したもののすべてを指すと考えています。経

験やノウハウとして企業内に蓄積された知は、「ドキ

ュメント」となることで、はじめて相互にコミュニケ

ーションし、組織の力として活用することが可能とな

る。そして、さまざまな形態で存在する知を集約し、

統合的に管理し、有用な知識資産として活用できるよ

うな環境を構築することが富士ゼロックスの考えるド

キュメントマネジメントです。本小委員会では、この

分野で研究開発活動を行っている、富士ゼロックス

（株）研究本部フェロー・山崎 竹視様をお招きし、

ご講演を賜った。 

 

２．概要 

本講演は次のような構成となっていた。 

 
1. ドキュメントの概念 

1-1. 人から見たドキュメント 

1-1-1.ドキュメントの位置づけ 

1-1-2.ドキュメントからコラボレーションへ 

1-2.ドキュメントの付加価値機能 

1-2-1.便利機能の追求 

1-2-2.負の側面への対処 

2. 富士ゼロックスのドキュメント商品 

2-1.ドキュメントの役割空間 

2-2.個別商品 

2-3.研究活動 

 

３．内容  

第 1 章はドキュメントの概念、第 2 章は富士ゼロッ

クスのドキュメント商品についての報告がされた。以

下にその内容の概略を記す。 

３.１.ドキュメントの概念 

ドキュメントの概念については、ドキュメントは

人々のどういう活動を支えるのか、またどういう目的

で使われるのかについての報告がなされた。支える活
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動については、意思の疎通と外部記憶にあるとしてい

る。またその目的は、課題の解決、行動判断にあると

している。現在のビジネス環境は動的・生の情報を要

求しており、従来のドキュメントと概念を越えたコラ

ボレーションの支援が必要になってきている。 

ドキュメント市場は成熟しつつあり、付加価値が競

争の中心になっている。その付加価値は大きく分けて

2つあり、1つ目は便利機能の追及であり、2つ目は負

の側面への対処である。 

便利機能の追及には、情報提供の最適化、情報の発

見、情報洪水への対処、情報の生産性がある。この中

で、適切な情報を、適切なタイミングで、適切な場所

で、適切な方法で、適切な人に（これを 5 つの Right

という）の最適化をはずすと情報はただのゴミになる

危険性がある。 

現在電子ドキュメントの出現が多くの不安を呼んで

おり、負の側面への対処が必要になっている。情報に

まつわる権利と正当性（著作権、肖像権、情報セキュ

リティー）と情報の信憑性（信用度、鮮度）が確保さ

れなければならない。 

３.２. 富士ゼロックスのドキュメント商品 

ドキュメントの役割空間は 3 次元の空間で表現でき

る。X 軸は電子ドキュメントフロントエンドと紙ドキ

ュメントフロントエンドを両端に位置づけるドキュメ

ントの形態軸である。Y 軸は処理形態が定型か非定型

かの軸である。Z 軸は前述の便利機能と負の側面への

対処を両端に位置づける付加価値軸である。このよう

な役割空間に位置づけられる富士ゼロックスの商品群

の中から、「DocuWorks」 と「ArcSuite Office」につ

いて説明する。 

・「DocuWorks」 

「DocuWorks」は、各種アプリケーションで作成した

電子文書や、スキャナーで取り込んだ紙文書を同じウ

インドウ内で一元管理することが可能である。見やす

い表示機能はもちろん、検索、編集など、ドキュメン

トの自由なハンドリングを実現している。「DocuWorks 

6.1」では、PDF や各種イメージフォーマットへの対応

し、デジタル複合機との連携強化、Web ブラウザー内

での「DocuWorks」文書編集機能などを実現している。

さらに、新しいコンセプトを提案する「DocuWorks 

Context Service」も提供し、個人の文書管理からグル

ープ、企業レベルでの統合的な活用まで、より快適な

文書環境の構築を強力に支援できる。Microsoft Word、

Excel、PowerPoint などさまざまなアプリケーション

で作成した電子文書も一元管理できる。作成したデー

タのアイコンを「DocuWorks」のウインドウにドラッグ

&ドロップするだけで、「DocuWorks」文書に変換でき

る。電子メールや Web ブラウザー上の情報も取り込み

可能があり、紙文書は TWAIN32 対応のスキャナーで読

み込めば、自動的に圧縮して「DocuWorks」文書を作成

できる。取り扱いが容易になるだけでなく、オフィス

のペーパーレス化にも貢献できる。 

・ArcSuite Office 

「ArcSuite Office」は Web 上にコラボレーションで

きる「場」を設け、個人のノウハウや経験、アイディ

アをダイナミックに共有できる。このコラボレーショ

ン環境とワークフローを連携することで、これまで不

可能だった、プラクティス領域もカバーする柔軟なワ

ークフローを実現している。大切な企業資産としての

文書、個人情報や顧客情報などを含んだ文書の一括管

理・検索を高度なセキュリティの下で実現するなど、

日頃の業務で蓄積した情報の有効活用を強力に支援で

きるようになる。 

「ArcSuite Office」は Web ポータルからの簡単な

操作と入力から管理まで一貫したサポートで、求めら

れるリスクマネジメントや法令対応にも応えることが

できる。e-文書法や内部統制への対応も可能にするな

ど、オフィス・企業間を超えて、情報管理と活用の可

能性が大きく広げられる。コラボレーション機能によ

り、電子メール、掲示板、文書共有などの機能を統合

した協働作業の場＝コラボスペースが Web 上に作成で

きる。コラボスペースでは、作業環境を提供する「タ

スクプレース」を利用して、時間や場所、組織の枠を

超えて互いの情報を共有することが可能で、効果的か

つ効率的に業務を遂行することができるようになる。 
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４．終わりに 

ドキュメントへのこだわりをもった富士ゼロックス

からの本ご講演は実に意義あるものであった。 

末筆ながら、ご多忙の中ご講演を賜った山崎 竹視

様に深くお礼申し上げる次第です。 

以上 



ドキュメントとコラボレーションの
進む道

2006.10.30
富士ゼロックス株式会社

研究本部
山﨑竹視



0. Fuji Xeroxという会社

The Document Companyだが・・・
　　情報処理領域は、

常に人との係わり合いを第一に据えてきた

情報処理機器技術よりも、その社会的利用という側面に重点

「ドキュメント」も、人と人とのつながり・知識の連鎖など、常にコ
ミュニケーションと情報とのかかわりを原点にしてきまた。

企業情報



0. Fuji Xeroxという会社

富士ゼロックスファクトブック



I ドキュメントの概念
1 人から見たドキュメント

1-1. ドキュメントの位置づけ
1-2. ドキュメントからコラボレーションへ

2 ドキュメントへの付加価値機能
2-1. 便利機能の追及
2-2. 負の側面への対処

II   富士ゼロックスのドキュメント商品
1 ドキュメントの役割空間
2 個別商品
3 研究活動



I. ドキュメントの概念

「人がドキュメントを利用するとき」にフォー
カスを当ててみてゆく



I ドキュメントの概念
1 人から見たドキュメント

1-1. ドキュメントの位置づけ
1-2. ドキュメントからコラボレーションへ

2 ドキュメントへの付加価値機能
2-1. 便利機能の追及
2-2. 負の側面への対処

II   富士ゼロックスのドキュメント商品
1 ドキュメントの役割空間
2 個別商品
3 研究活動



１.人から見たドキュメントの概念
1.1 ドキュメントの位置づけ

『ドキュメント』は人々のどういう活動を支えるのか
1. 意思の疎通

2. 外部記憶

ドキュメントが伝える『情報』は、どういう目的で使わ
れるのか

1. 課題解決　－　イノベーション

2. 行動判断　－　リスク回避

3. よりよい実現のために求められること



『ドキュメント』は人々のどういう活動を支えるのか
1．意思の疎通

人間の持つ「抽象表現を伝える」力を支援するもの

人間は、
物理的に目に見えない（形の無い）ことや出来事を、記号で表せる。
記号から、ものや出来事をイメージすることができる。　

こういうことのために、記号を載せた（記録した）ものが

ドキュメント

他者（つまり、記号を書いた人）の視点に立つ　

他者の経験を（あたかも自分の経験のように）利用する



物理世界
　人を
とりまく環境

人と道具の関係モデル*
[佐伯（１９８８）**の二重インタ
フェースモデル]を修正

道具
機械人

心の中の世界

人
心の中の世界

* 原田悦子、「人の視点からみた人工物研究」　共立出版　認知
科学モノグラフ６　（１９９７）

　人の心の中の世界と、物理世界（人を取り巻く環境）を取り持つ道具である

** 佐伯胖（ゆたか）、「機械と人間の情報処理：認知工学序説」、　竹内
啓（編）『意味と情報』　東京大学出版局

『ドキュメント』は人々のどういう活動を支えるのか
２．外部記憶



補：ドキュメントメディアにまつわる機能
　　　　

物理世界
　人を
とりまく環境

人
心の中の世界

記録
読む・見る

表示

創る・書（描）く 転送

第一接面 第二接面

検知

？

従来は考えられていなかった機能
要求が生まれている

？

？



情報はどういう目的で使われるか
１．課題の解決　　－イノベーション

記録の氷山（活用の可能性を産む源）：
　　知識の増加（構築）　ｘ　体験の増加

問題意識

はっと気づく

情報断片の収集 理解

（問題解決ストーリ）

情報断片に気付く
情報断片を探す
情報断片を選ぶ

付加価値のある
知識へと構成する

問題に気づく
問題を表現する
問題の形がみえる

行動結果

理想との乖離を知
る・表現する

問題解決のた
めに
行動する

知識の増加・知識の質の向上

体
験
の
増
加



情報はどう使われるか

２．行動の判断　－リスク回避

行動のレベル

１．反射的行動

２．直感的選択に基づく行動

３．高次の選択（推論）に基づ
く行動

４．それでも判断できないとき
に、「学習」

利用する知識活動

身体で覚えている

保有しているルールから選
択

保有しているルールがない
＝＞既知のルールを用い
て推論

新たなルールを作成

その基は、経験（記憶・記録）
ドキュメントの出番



無意識の判断

意図した結果か？

反射的行動

直感的選択
（ルール選択）
に基づく行動

高次の選択
（推論）

に基づく行動

Yes

ああ、
この
場合は

なんとか
なりそう

「いつものように」
（パターンになじみがある）

「どうしたらいいだろう？」
（意識的に問題空間に

立ち戻る）

新たな
学習行動

Yes

No

No

見当がつかない

No

No

判断のレベルと
３種類の行動

???体験に基づく

Reasonをモディファイ

なにか行動するときに、われわれはどうやって決めている？

最近の、強
い印象に
引っ張られ
る

このエスカレー
タ止まってる
のに。

本当は、いつ
もと違ってい
るのに。

ここまでくれ
ば、まず大
丈夫

補：



情報はどう使われるか
３．よりよい実現のために

情報通信技術がやらなくてはならないこと

適切な情報を

適切なタイミングで

適切な場所で

適切な方法（形や姿を含む）で

適切な人に

提供すること。

こういうことのために、適切な方法で記号を載せた（記録した）ものが

ドキュメント

ドキュメントは、適切な提示のメカニズムをともなって初めて価値を生む

（５つのright*)

* right information, right time, right place, right way, right person (Gerhard Fischer)



1.2. ドキュメントからコラボレーションへ

ドキュメント

今の自分に、それ以外の「人」の経験を伝えること
他の人の経験

過去の自分の経験

静的なものに限定すると、価値に歪が出る

編集しているまでの時間

編集時に脱落する情報、コンテクスト

現在のビジネス環境は、動的・生の情報を要求している

従来のドキュメントと概念を越えた、コラボレーションの支援



1.2. ドキュメントからコラボレーションへ

コラボレーションの特徴

　同じ情報共有でも

リアルタイム性の考慮
TV会議、遠隔プレゼンテーション

インプリシットな背景情報ーコンテキスト（「共通認識」、「常
識」）の考慮

Ambient　Intelligence

未加工情報の重要性の考慮
映像、音響、そして現物



I ドキュメントの概念
1 人から見たドキュメント

1-1. ドキュメントの位置づけ
1-2. ドキュメントからコラボレーションへ

2 ドキュメントへの付加価値機能
2-1. 便利機能の追及
2-2. 負の側面への対処

II   富士ゼロックスのドキュメント商品
1 ドキュメントの役割空間
2 個別商品
3 研究活動



ドキュメント市場は成熟しつつある

＝＞付加価値が競争の中心

印刷の安さ、早さ、忠実度
作成の安さ、早さ、自由度

プレゼンテーションの
　容易さ、美しさ

メディア選択の自由度

伝達の容易さ、速さ
負の側面への対処

　セキュリティ
信用度
著作権

情報洪水への対処

便利機能の追及

right information, right time, right place, right way, right person (Gerhard Fischer)

2. ドキュメントへの付加価値機能

情報提供の最適化
５つのright

情報の発見

情報の生産性



2.1. 便利機能の追及

あれば、とてもうれしい
ーー使いたい人がつかえばよい領域

人の行動の理解が必須

認知科学、行動科学分野との連携

情報提供の最適化

情報の発見

情報洪水への対処

情報の生産性



便利機能の追及

情報提供の最適化

基本命題　5 rights
これをはずすと、ただのゴミ

適切な情報を
適切なタイミングで
適切な場所で
適切な方法（形や姿を含む）で
適切な人に
提供すること。



便利機能の追及

情報の発見

問題発見/行動判断のための栄養
「探索」ではなく発見

自然に眼に入る、耳に入る

静的なドキュメント以外が主役

そこはかとなく、入ってくる
Ambient Intelligence
人の存在に対して感度がよく、すぐ反応する電子環境

ドキュメントの集合からの発見

行動

記憶
記録



便利機能の追及

情報の生産性

正しく、役に立つ情報を、いかに少なく作り出すか

網羅、非重複

論理的正当性

・・・

ドキュメント構成の支援
・ドラフトから本構成
・因果関係、要素群の俯瞰



便利機能の追及

情報洪水への対処

情報の増大は、注意力の欠乏をもたらす*
（5 rightsの思想と類似）

全体像を提示
傾向、構造

概要を提示
要約

フィルタリング
興味、変化（RSSなど）

ドキュメントに「処理」を加え、
新たなドキュメントを生成

* Attention Economy (Herbert Simon)



2.2 負の側面への対処

好ましくないものが含まれてはならない
ーー完璧を求められる領域

電子ドキュメントの出現が多くの不安を呼んでいる
1. 情報にまつわる権利と正当性

著作権、肖像権

情報セキュリティー

2. 情報の信憑性
信用度

鮮度



負の側面への対処

情報にまつわる権利

Digital Media
劣化しない複製

容易な改ざん

極めて安価・容易な伝
達・配布

誰でも世界中へ発信

Before Digital Media
複製＝劣化

職人技を要する改ざ
ん

高価で手間のかかる
伝達・配布

限られた発信範囲

•どこまで広がるかわからない恐怖
•いくつ複製されるかわからない恐怖
•表現を捻じ曲げられる恐怖



負の側面への対処

情報の信憑性

Before the Internet
高価格・大量消費を前提

作成・配布を生業とする企業
（出版、放送）でなければでき
ない設備・労力を要する

相当な対価を取る以上、内容
に責任がある

The Internet
低価格が前提。消費量は前
提でない。

個人が作成・配布可能

対価をとらないケースでは、
内容に無責任

コンテンツ消費側で、内容吟味

鮮度確認

コンテンツ提供側で、内容吟味

鮮度明示（出版日、放送日記載）



補：内容吟味の責任

サプライヤーが保証する時代から、利用
者が判断する時代へ

どうやって判断？
多くの人が良いというから良い

多くのコンテンツが、同様の主張をしているか
ら良い。

名のある人がいっているから良い

Ｇｏ
ｏｄ

Ｇｏｏｄ

Ｇｏｏｄ

Umm…

著者はノーベル
賞受賞者

Ｐｒｏが叩いて叩いて叩いて
鍛え上げられてから世に出る

出版・放送

世に出てから、素人が叩く

公開



負の側面への対処

情報の鮮度

インターネットの情報

いつの情報か記載がない

Googleなども、情報鮮度への意識が薄い



負の側面への対処

ガードされた保証領域を要求

完璧は困難　＝＞ガードされた保証領域
それも一律ガードは困難＝＞ガードのハイアラーキ

ドキュメントは
すべて
・セキュリティー7項目を満たしている

・コンテンツの信憑性について
　オーソライズされている

・著作権・肖像権侵害がない

・鮮度が保証されている

ガードされた領域
（ex.社内、オフィシャル）

管理されていない
領域（ex. 社外、個人）

出入りに対する
100%の制御出入りに

対する
100%の
制御

ガード

媒体横断的制御：
制御しないのは人間の頭脳だけ
・紙と電子、ネットと物理媒体・・・
・現実は、経済原理

事件に伴う損害金額、そして投資



II  富士ゼロックスのドキュメント商品



I ドキュメントの概念
1 人から見たドキュメント

1-1. ドキュメントの位置づけ
1-2. ドキュメントからコラボレーションへ

2 ドキュメントへの付加価値機能
2-1. 便利機能の追及
2-2. 負の側面への対処

II   富士ゼロックスのドキュメント商品
1 ドキュメントの役割空間
2 個別商品
3 研究活動



1.  ドキュメントの役割空間

負の側面への対処

便利機能の追及

電子ドキュメント
フロントエンド

紙ドキュメント
フロントエンド

バックエンドDocuWorks ApeosPort

定型処理

非定型処理

Ar
cS

uit
e/

Ar
cW

izS
ha

re

CollaboSpace

Workflow

Document
Space



負の側面への対処

便利機能の追及

ドキュメントの役割空間

電子ドキュメント
フロントエンド

紙ドキュメント
フロントエンド

バックエンドDocuWorks ApeosPort

定型処理

非定型処理

Ar
cS

uit
e/

Ar
cW

izS
ha

re

1. 情報にまつわる権利と正当性
2. 情報の信憑性

1. 情報提供の最適化
2. 情報の発見
3. 情報洪水への対処
4. 情報の生産性



ドキュメントの役割空間
負の側面への対処

電子ドキュメント
フロントエンド

紙ドキュメント
フロントエンド

バックエンド

DocuWorks

定型処理

非定型処理

ApeosPort

負の側面への対処

文書管理システムで守る
Management
(Access権、
文書操作履歴管理 ）

TrustMarking文書コンテンツを守る
セキュリティ &
電子署名

これらを支える認証機構
SDES

Ar
cS

uit
e

Ar
cW

izS
ha

re



Ar
cS

uit
e/

Ar
cW

izS
ha

re

負の側面への対処

ドキュメントの役割空間
便利機能の追及

DocuWorks ApeosPort

電子ドキュメント
フロントエンド

紙ドキュメント
フロントエンド

バックエンド

定型処理

非定型処理

便利機能の追及

Reference usability

Work flow Editor

Task Monitor

文書群分類
自動分類・自動属性付与
全文検索・概念検索

　　ArcOPL
アプリ連携

　　　文書操作
　　アノテーション
　・・・
アプリ連携



ドキュメントの役割空間
Collaboration　－便利機能の追及の一部

負の側面への対処

便利機能の追及

電子ドキュメント
フロントエンド

紙ドキュメント
フロントエンド

バックエンド

定型処理

非定型処理

Collaboration

「ドキュメント」というモノから、「共同活動の中での情報の５つのrightの追求」

Interactive Wall
CollaboPoster

LightCollabo



ドキュメントの役割空間
Collaboration　 －便利機能の追及の一部

フォーカスは遠隔地間

ドキュメントを利用した

コミュニケーションとコラボレーション
DocuWorksの付箋
ArcSuiteのCollaboSpace

Ambient Intelligence
CollaboPoster

現物に立脚した

コミュニケーションとコラボレーション
LightCollabo



I ドキュメントの概念
1 人から見たドキュメント

1-1. ドキュメントの位置づけ
1-2. ドキュメントからコラボレーションへ

2. ドキュメントへの付加価値機能
2-1. 便利機能の追及
2-2. 負の側面への対処

II   富士ゼロックスのドキュメント商品
1 ドキュメントの役割空間
2 個別商品
3 研究活動



２．個別商品
2.1DocuWorks
●紙の文書を扱うように簡単に文書整理　（次ページ）
●電子文書や紙文書を統合

さまざまなアプリケーションで作成した電子文書、紙文書を統一して扱える。
一覧表示
OCR & 検索
アノテーション　　付箋やマーカー、スタンプ
セキュリティ & 電子署名

128bitのパスワードセキュリティや電子印鑑・電子署名機能によりさらにセキュアネットワーク
環境を実現

●PDFをはじめさまざまなフォーマットに対応
●既存アプリケーションとの連携が可能

オリジナルデータ添付：　オリジナルを圧縮してDocuWorks文書に添付
●DocuWorks文書を自動更新：　

オリジナルデータを更新すると更新したデータを添付した新しいDocuWorks文書を自
動的に作成。
更新の記録：　更新ごとに新しいファイルとして保存されるー＞更新の経過を記録。
アノテーションの引継ぎ：　DocuWorks文書に付加したアノテーションは、再作成された
DocuWorks文書に引き継がれる。



DocuWorks Desk●紙の文書を扱うように



DocuWorks Viewer●紙の文書を扱うように



●電子文書や紙文書を統合
付箋やリンク、バインダーなどの一覧表示



DocuWorks詳細　（紙の様に）
編集 & 加工
付箋やマーカー、スタンプなどを自由に付加するアノテーション機
能により電子ドキュメントに多彩な編集や加工を行なうことが
可能

●画面上での付箋の貼り付けや文字の書き込みを可能にするア
ノテーション機能

●ファイルやWebサイトへジャンプするリンクアノテーション機能
を搭載　－－ここは、電子ならでは

● Webブラウザー画面内での編集機能



●画面上での付箋の貼り付けや文字の書き込みを可能にするアノテーション機能

•オフィスのワークフローをよりスムーズに。

•　文書に付箋を貼る、スタンプを押す、マーカーで線を引く、文字や図形を書き込むなど。
•　文書に付加したアノテーション機能は、画面上で自由に移動や削除、コピーができる。、回転、細か
い行間隔指定もできる。



●ファイルやWebサイトへジャンプす
るリンクアノテーション機能

補：



各種検索機能

絞り込み検索

検索した結果一覧から、さらに絞り込みの検索が可能。
DocuWorks Desk、DocuWorks Viewerの連携によるテキスト検索

DocuWorks Deskの「検索」ダイアログから連携して、DocuWorks Viewerのテ
キスト検索を呼び出せる。

文書属性による検索

文書のタイトルや作成者などの「文書属性」。
文書番号や有効期限などユーザーが自由に定義できる「ユーザー定義属性」。
新たにキーワードをユーザ設定。
文書内に関連キーワードがなくても、そのキーワードによって検索可能、
図面など頻繁な更新で煩雑になりがちな文書情報の整理に便利。

検索結果の再利用
結果一覧のショートカット作成、CSVファイル形式で出力することが可能。
検索結果のファイルを別のフォルダーへコピーすることも可能。

DocuWorks詳細　（電子ならでは）







DocuWorks詳細　（負の側面への対処）
セキュリティ & 電子署名
128bitのパスワードセキュリティや電子印鑑・電子署名機能によりさらにセキュ
アな情報交換、ネットワーク環境を実現

●強力なセキュリティ機能を装備
56bitと128bitのパスワードセキュリティ機能。
パスワードにより、DocuWorksファイル(文書/バインダー)単位または複数
のDocuWorksファイルを一括してのセキュリティ設定が可能。（「編集の禁
止」、「アノテーション編集の禁止」、「印刷の禁止」、「転記の禁止」などの
操作制限ができます。）

●電子印鑑・電子証明書による電子署名機能を搭載
●電子化における安全性を確保し、稟議書や申請書のワークフ
ローを改善



文書コンテンツを守る
　文書を開ける人を限定することで、文書ごと
の機密性を高める

DocuWorks電子印鑑によるセキュリティ
特定された電子印鑑を持つユーザー
のみに文書へのアクセス権を与える
社内の他の部署やグループには公開
したくない文書を、同じ部署やグルー
プ内だけで配付したい場合の文書保
護などに利用

電子証明書によるセキュリティ
指定された証明書に対応する秘密鍵
を持っているユーザーだけが文書に
アクセス権を与える
インターネットを利用して、外部のサー
バーや取引先業者との情報交換を行
なう場合の文書保護を可能にする。



文書コンテンツを守る
大量文書への自動電子署名

autoSIG for DocuWorks
イメージ文書やアプリケーション文書をDocuWorksフォーマットに変換し、あらかじめ
指定した位置に自動的に署名・捺印を行なう、フォルダ監視型ソフトウエア。



2.2. ArcSuite Office
Document Space
ドキュメントの蓄積空間

Workflow
さまざまな業務の流れの制御。

Collaboration Space
ネットワーク上での協働作業環境を実現する、コラボレーション機能

Reference usability
必要な文書や関連文書をスピーディに収集するための検索機能

Management
ユーザ認証、アクセス権付与など



ArcSuite Office
DocumentSpace

DOCUMENT SPACE
大量の文書を管理できる
ドキュメントスペース

Webベースで、高度な文
書管理を実現



ArcSuite Office
DocumentSpace
多様なニーズに対応できる管理体系
キャビネット、ドロワー、フォルダー、ドキュメントといった階層構造でファイルを管理。

負荷分散などを目的として、複数のドキュメントスペースを構築することも可能

各ドキュメントでは、エディション管理(版管理)、リビジョン管理(変更履歴管理)も実現



ArcSuite Office
DocumentSpace
多彩な表示機能をサポート
フォルダー内一覧表示：　リスト表示、サムネイル表示、詳細表示のいずれかが選択

ドキュメント表示：　アプリケーションデータ、または、画像データが選択。

セキュアビュー機能：　閲覧者のアクセス権によって、転記や印刷を制限したDocuWorks文書
に変換して表示



ArcSuite Office
DocumentSpace

ドラッグ＆ドロップ、
スキャンで簡単に
登録

大量文書のバッチ
登録

　　



DocumentSpace 　負の側面への対処
柔軟なアクセス権設定
・表示権、印刷権など14種類のアクセス権を設定することができます。
・キャビネットから文書まで、組織から各ユーザまで、様々な単位でアクセス権を設定す
ることができます。

ドキュメントセキュリティ
・「セキュアビュー」機能では、ドキュメント単位で印刷や編集を禁止することができま
す。ファイル自体に対してアクセス制御をしているため、ユーザはファイルをダウンロー
ドしても、印刷や編集を実行することはできません。

文書操作履歴の管理
・印刷、ダウンロードなど、ユーザの全ての文書操作履歴を管理することができます。

インターネット対応
・SSL（暗号化通信）を使用することにより、ネットワーク経路上における情報漏洩を防
止します。





ArcSuite Office
Workflow

WORKFLOW 
さまざまな業務の流れを、ワークフローで実現。コラボスペース連携により、定
型化されていない業務もワークフローに取り込めます

さまざまな業務の流れを、ワークフローで実現

回覧や合議、条件分岐、差し戻しなどの業務プロセスをグラフィカルに作成し、管
理・実行することができます。

ワークフロー内の各ステップで、ドキュメント添付、コメント入力、否決/承認
判断などが容易に設定できます。

ドキュメントスペースやコラボスペースからワークフローを起動し、承認回
覧を行なった上で、ドキュメントスペースに登録することも可能です。



さまざまな業務の流れを、ワークフロー*で実現



•ワークフローエディター



ArcSuite Office
Collaboration Space

COLLABORATION SPACE 
ネットワーク上での協働作業環境を実現する、コラボレー
ション機能
Web上での協働作業環境を提供する「コラボスペー
ス」(オプション)
タスクプレース
掲示板を使った関連情報の共有
文書などの成果物を管理・保管
最新状況を電子メールで通知
チームの活動状況を、容易に把握可能





タスクプレース





掲示板を使った関連情報の共有





Workflowとの連携
複雑なフローを設計することなく、コラボスペースのタスクを利用することで、フロー
が単純化できます。また、ワークフローとタスクの連携により、これまでワークフロー
の外で行なわれていた相談や確認・事前打ち合わせといった、プラクティス領域の
活動をカバーすることが可能になります。



ArcSuite Office

REFERENCE USABILITY 
REFERENCE USABILITY 
多彩な検索機能で、必要な文書や関連文書をスピーディに収集

最大1,000万文書までの属性検索、全文検索を標準装備
分類ビュー機能により、ニーズに合わせたダイナミックな文
書管理

内容が類似した文書が探せる、関連文書検索機能

一度に複数サーバーが検索できる統合検索サービス

検索結果をビジュアルに表示する、文書群分類サービス



分類ビュー機能により、ニーズに合わせたダイナミックな文書管理

階層表示を文書の管理体系の管理方法や利用シーンに合わせて自由に変え
ることが可能。

•文書の種類や作成者などの属性をキーにして文書群の階層構造を変え
ることで、複数の異なる視点から文書が管理できます。
•また分類フォルダーに文書を登録することで指定した属性が自動的に付
与されるので、文書の登録作業が効率よく行なえます。







内容が類似した文書が探せる、関連文書検索機能(オプション)
文書を指定するだけで、その文書と内容が類似した文書の検索に対応。元になる文書は、
複数(最大10個)指定できます。また、思いついたフレーズ(自然文)からの文書検索にも
対応し、検索対象文書は最大100万文書まで可能です。



検索結果をビジュアルに表示する、文書群分類サービス(オプション)

互いに関連度の高い文
書が一目で分かるので、
目的に合う文書を効率
的に探せます。

検索の結果リストアップされた文書について、関連度の高いものを集め、グループ
化して分類(クラスタリング) 、マップ表示。



ArcSuite Office

MANAGEMENT 

スケーラブルな
システム構築を
実現
LDAPに対応
デジタル証明書
を利用したログ
イン
柔軟に設定でき
る、アクセス権
管理



ArcSuite Office

出力サービス連携

ArcOPL
ArcSuite Officeに蓄積されたデータをクライアントパ
ソコンに負荷をかけることなく簡単に出力指示するこ
とを可能にする、統合出力管理システム



2.3 TrustMarkingBasic
紙文書の情報漏洩リスクに「隠し印刷」などで対応。







文字列のスタンプ機能
プリント時に、指定した文字列を文書の
背景に目で見えるように埋め込む機能
です。文字色は、任意の色が選
択できます。



TrustMarkingBasic
デジタル複合機との連携で、情報漏洩の牽制・抑止効果を強化
　従来の目で見て分かる「隠し文字」に加え、目で見て判別不可能な「デジタ
ル情報」を文書に埋め込み。

デジタル情報：
コピーやスキャンを制限する、「複製制限コード」
　文書の背景パターンに、文書の複製を制限するための「複製制限コード」
を埋め込めます。「複製制限コード」が検知された原稿はコピー、スキャ
ン、FAX送信できません。

出力指示したパソコンを分析できる、「デジタルコード」
　文書をプリントアウトした時間、MACアドレスなどを、目で見て判読不可
能な情報として文書に埋め込めます。

　万一、文書が流出した場合もPaperSecurity Analyzerで紙文書のデジタ
ルコードが分析されると、どのパソコンからいつ出力されたかなどが容
易に判別できます。



2.3 セキュリティーソリューションの全貌

文書コンテンツを守る「文書コンテンツを守る～DocuWorks～」
文書管理システムで守る「文書管理システムのセキュリティ～
ArcSuite～」
伝送路を守る「電子証明書(PKI)認証基盤によるASPサービス」







2.4 InteractiveWall　-- Collaboration

各自何も持ち込まず、会議に参加
「ICカードをかざす」または「ID/パスワー
ドでログインする」だけで会議に参加

表示ドキュメントに自由に書き込み

遠隔拠点を結び、リアルタイム会議
離れた拠点にあるInteractiveWallを結
び、ドキュメントをリアルタイムに共有で
きます。



2.5 Collabo Poster -- Collaboration
巡回ポスターシステム
登録したコンテンツを指定した間隔で巡回して
表示。

場所/時間に応じて情報が刻々と変わって表
示されるので、一カ所で多くの情報を展開。

触れるポスター
任意のコンテンツを指でタッチすることで、ユー
ザーが見たいコンテンツを選んで閲覧

持ち帰れるポスター
表示されたコンテンツを
印刷したり、QRコードで
読み取って持ち帰る





3. 研究活動

LightCollabo



まとめ



ドキュメントの役割空間と
富士ゼロックスの商品・研究

便利機能

Collaboration

基本機能

電子化の
負の側面への対処 負の側面への対処

電子ドキュメント
フロントエンド

紙ドキュメント
フロントエンド

バックエンド

定型処理

非定型処理

研究・新分野商品

便利機能の追及

情報提供の最適化
情報の発見
情報洪水への対処
情報の生産性

情報にまつわる権利と正当性
セキュリティー

情報の信憑性

現物に基づいた



第Ⅰ章 講演会 

 

 - 4 - 

禁無断転載 

2006 年度 

事務機器関連技術調査報告書(“Ⅰ-1”部) 

 

発行 社団法人 ビジネス機械・情報システム産業協会 

技術委員会 技術調査小委員会 

 

〒105-0003 東京都港区西新橋 3-25-33 

NP 御成門ビル 4F 

電話 03-5472-1101 

FAX  03-5472-2511 

 


